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町田市立三輪小学校

キャリア教育「いろいろな仕事を体験しよう」

総合的な学習の時間「未来設計図」の単元において、様々な職業に触れたり具体的な仕事を体験し
たりする活動を通して、働くことの意義や役割について理解を深めるとともに、仕事に対する興
味・関心を高め、自分の将来の夢や生き方について主体的に考えようとする態度を育てる。

「自分が住む地域や
自分自身について」
①自己理解、他者から
の自己理解の授業

②地域の方のお話を
実施する

「仕事図鑑づくり」
Canva（オンライン
デザインツール）を
使って、プレゼン
テーション資料を作
成し、発表する。

様々な仕事を実際
に体験できるキッ
ザニア東京で半日
体験活動を行う。
後日、仕事調べと
体験後記のまとめ
をする。

「仕事についての紹介・体験活動」
事前の「聞いてみたい仕事アンケート」
の結果を基に職種を８程度に絞り、地域
に住む方から、仕事を選んだ理由や現在
の仕事について聞く。時間を区切り、全
ての職種の話を聞いて回る。

児童から選出され
た実行委員がキャ
リア教育の授業の
企画を立てる。

「世の中には様々な職業があることを知った。」
「どんな職業の人も、誰かのためにという思いで働いていることが分かった。」

「自分のやりたいと思ったことが実現できてよかった。」
「将来のことを考える良いきっかけとなった。」
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キャリア教育の企画を考えよう

実行委員が「自分たちの将来や身近な仕
事について知る」という目的を掲げ、活動
内容（例：職業アンケート、ゲスト講師へ
の質問案作成、仕事紹介ポスター作り等）
を決定した。
児童主体のキャリア教育の実践を通し、

働くことの意義や自己の将来について真剣
に考える姿が見られた。実行委員を中心に
「自分たちで創り上げる」経験を積んだこ
とで、学級全体に主体的な学習態度が定着
し、互いの良さを認め合う土壌が育まれた。
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キャリア教育 交流会

地域住民や保護者を講師として招き、現
在の仕事内容だけでなく「なぜその仕事を
選んだのか」「仕事のやりがいと苦労」に
ついて直接話を聞く機会を設けた。

交流会では、実行委員が司会を務め、事
前に集計した質問（例：「子どもの頃の夢
は？」「今の仕事に学校の勉強はどう役
立っているか？」）を基に、対談形式での
質疑応答を実施した。
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職業体験（キッザニア）

児童は実際の企業が監修するパビリオン
にて、ユニフォームを着用し、それぞれの
役割を分担しながら、責任を持って業務を
遂行するプロセスを体験した。
労働の対価として給与（専用通貨）を受

け取り、それをサービスや買い物に利用し
たり、銀行に預けるという一連の経済サイ
クルを実体験した。
数ある職種の中から自分の興味・関心に

基づいて体験先を選び、時間管理を行いな
がら活動を組み立てた。

●自分の適性を見つめ、これからの学校生活で何を頑張るべきかを具体的に考えることができた。
●単なる職業選択に留まらず、「どんな大人になりたいか」という理想像を描くことで、日々の学習や生活
に対する目的意識が明確になった。

●「将来の夢」を描く活動を通し、自分の長所や興味を再発見することができた。また、友達同士で「キラ
リ（良さ）」を伝え合うワークを取り入れたことで、自己肯定感が高まり、苦手なことにも「まずは挑戦
してみよう」という前向きな姿勢が見られるようになった。
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